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  中性子星合体は鉄より重い重元素の起源の最も有力な候補として考えられている。

中性子星合体の電磁波対応天体(キロノバ)が2017年に初めて観測され、重元素の原子

過程データを用いた電磁波スペクトルの物理モデルと観測結果の比較から、中性子星

合体により合成された重元素の組成を読み解く試みが進められている。本講演では、

第一原理計算による原子過程データの構築とデータ評価、および新しく作成したデー

タベースの紹介をする。 
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